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№ 7

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈副会長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．ロータリーソング斉唱……日も風も星も

	 ５．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ６．食　事

　12：45	 ７．副会長挨拶並びに副会長報告

	 ８．幹事報告

	 ９．出席報告

	 10．委員会報告

	 11．ニコニコボックス報告

	 12．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（９／３）……

	 　　新入会員アワー　二村　寿泰 会員

	 　　　　　〃　　　　永利　謙介 会員

	 　（９／10）……クラブ協議会

	 　　　　　　　　ガバナー補佐訪問　

２．クラブフォーラム………〈出席委員会〉

　13：00　通年皆出席および前年度皆出席会員表彰

	 13．点　鐘……〈副会長〉

	 14．閉会宣言

　13：30	 15．散　会

ゲ ス ト
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 様

出 席

会員総数　94名　　出席免除　25名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　87名

欠　席　７名　　出席率　91.95％

前々回（８／４）の修正出席率 100％

副 会 長 報 告

１）８月23日（木）、ロイヤルカントリークラブにて、

８月ゴルフ同好会を開催致しました。グロス99、ネッ

ト73.8にて佐野彰彦会員が優勝されました。

副会長あいさつ

室殿　　豊

　日本の人口減少問題について触れ

たいと思います。　　

　今、日本は政治経済などで多くの

課題を抱えていますが最大の課題は、

急速な人口減少と高齢化それに伴う

様々な問題点です。

　総務省の資料によると、日本の人口は昨年の1億2,600

万人から2050年には一億人を割り込み、2100年には5,000

万人レベルまで落ち込むと予想されています。　

　経済規模の縮小財政規模の縮小により、インフラの整

備が困難になり、地方の自治体では組織の維持ができな

くなり、限界集落化が一層進んでいくのではないかと懸

念されます。

　また、急速な人口減少は急速な高齢化を伴い、2024年
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には、国民の1 ／３が65歳以上の高齢者となり、サービ

ス業などでの労働力不足、介護人材の不足、若い世代の

財政負担の増加など様々な問題が発生してきます。

　世界的にも稀にみる急速な人口減少は、言うまでも

なく出生率の低下で、戦後1947年には、4.32だったのが、

2006年には、1.26（7割減）まで落ち込み、その後やや

回復するも低い水準が続いています。

　出生率低下の要因は様々考えられますが、私は次の3

点を特に挙げたいと思います。

①核家族化の進展

　戦後急速に核家族化が進展し、この30年で三世代同居

率は25％から10％弱に落ちています。地方から居住ス

ペースの狭い都市への移動した人が増えたことや、世代

間のギャップが高まった事が挙げられますが、子供を両

親と祖父母でケアする体制が崩壊してきている事も出生

率の減少の要因だと言われています。

②女性の社会進出

　女性の社会進出、職場進出は勿論歓迎すべき事ですが、

まだ日本では、保育所も保育士も不足し、多くの企業で

も育児と仕事の両立支援体制が十分整備されていません。

　また、育児期間中の給与保障も不充分で、出生率を改

善したフランスなどとは子育ての支援体制に大きな差が

あります。

③女性の自立意識、独立意識の向上

　未婚率が高いのは、男性は年収300万円以下に対して、

女性は年収600万円以上、という分析結果もあります。

　仕事を持ち、自立できるだけの収入を得た女性が家庭

を持つことより、仕事や自分自身の為に時間を使いたい

と考える傾向が強くなったのも、未婚率の増加に繋がっ

たのではないかとも考えられます。

　それでは、日本の将来のために、どうやって人口減少

を食い止められるのか、政府は子育て世帯への経済支援、

外国人の受け入れ・定住の促進などを掲げて一部実行に

移していますが課題も多く、人口減少の歯止めにはなか

なか結び付いていないのが現状です。

　むしろ私は、人口減のなかで、いかに個人の生活の質

を維持向上するかを考えるべきではないかと思います。

　以前、経団連の少子化対策委員をしていた時の情報な

どをベースに私の個人的な考えを述べさせていただきま

した。

クラブフォーラム

１．2017 ～ 2018年度　通年皆出席会員表彰

①　2017 ～ 2018年度　通年皆出席の会員

表 彰 の
累積年数

会 員 の 氏 名

45年

42年

小林　祥浩

加藤　英二

27年 原田　光二　加藤　真治　岡本　　巧

24年

23年

加藤　哲也

加藤　繁則

20年

19年

18年

17年

〃

16年

嶋津　孝久　鈴木文三郎　吉原　孝彦

毛受　　豊

野村紀代彦

市川　裕大　神野　公秀　太田宗一郎

杉浦　文雄

鈴木　　豊

14年

13年

12年

〃

11年

久米　博明　小川　耕示　角谷　広高

今村　　順　伊藤　節夫

出口　達也　中林　久美　奥野　櫻子

横山　宜幸

兵藤　文男

10年

９年

８年

７年

〃

６年

深谷　嘉英　水越　彌生

關　　淳之　下谷　敏朗

山下　雅則　吉岡　秀記

神谷　　強　加藤　英樹　室殿　　豊

丹羽　克誌　小澤　陽一

鬼頭　一浩　新海　伸二　豊田　貴久

５年

〃

４年

３年

〃

２年

１年

〃

〃

磯部　一智　加藤大志朗　中川　耕児

佐野　彰彦　都築　浩介

内藤　　昇　鈴木　一正

堀田　昌義　石川　友美　加藤　正則

近藤　純子

河内　利夫　田中　正之

林　　正敏　池田　直樹　菊地　康英

近藤　洋一　盛田　高史

小河　俊文　田上　　武　寺田　博正

合計　62名
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嶋津　孝久会員（20年）　小林　祥浩 会員（45年）

②　2017 ～ 2018年度　ホームクラブ皆出席の会員

３名 鬼頭　一浩　佐野　彰彦　都築　浩介

佐野　彰彦 会員　鬼頭　一浩 会員　都築　浩介 会員

８月度刈谷RCゴルフ例会

平成30年８月23日㈭

於：ロイヤルCC

	 成　績	 氏　名	 Ｇ	 Ｈ	 Ｎ

	 優　勝	 佐野　彰彦	 99	 25.2	 73.8

	 ２　位	 加藤　英樹	 89	 14.4	 74.6

	 ３　位	 杉山　欣輝	 94	 19.2	 74.8

	 Ｂ　Ｂ	 宮地　秀将	 106	 24.0	 82.0


